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前作麦うね幅の拡大による間作大豆の増収

千　田　長　二・清　原　悦　郎

（岩手県農試九戸分場）

岩手県北部の麦間作大豆の低収性は，麦間作期間がお

よそ60～80日の長期間にわたることも大きな原因である

ため，一般に前作麦のまき巾率を低めたり，少肥栽培を

行って大豆の収量を安定させているのが現状である．筆

老等は1955年以降3カ年にわたって試験を行った結果，

前作麦の栽植方法によって麦・大豆双方の安定多収が可

能であることを知ったので報告する．

1．害式．験　方　法

1．1955～′56（3ブロック　乱塊法）

2．1956～′57（3ブロック　乱塊法）

考

3．1957～′58（3ブロック　乱塊法）

備 考
巾 株

2．試験結果及び考察

3カ年ともうね巾を広げ，ほぼ同一まき巾率でまいた

が，小麦は有意差はなかったが減収傾向（平均7％）を

示した．その理由は穂数減にあり（平均19％減少），お

そらく分けつが有効化しないためと思われる．

大豆は広うね区が総平均で19％，1957～′58年の十勝

長菜の平均で40％も増収した．しかし詳細にみれば1956

年のように前作麦が特に多収でない場合は大差がなく，

麦間作期間の長い当地方でも前作麦があまり上出来でな

ければ（約4～5俵以下），間作大豆はさほど苔をうけ

ないことが知られる．麦も普通以上にとり大豆も安定多

収を図ろうとするには，慣行である60用程度から90e椚位

までうね巾を拡大してまき巾率を30～40％におさえるこ

とは極めて有効であるだけでなく，一方では畜力あるい

は動力機械による中耕培土も容易に行えて省力上有利で

あり，更に早生大豆の導入も容易となる．
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試験成績の1．　（1955～′56）

大 豆

試験成願の2．　（1956～’57）

小 麦

注：うね巾間の有意差（節数F＝9．65＊，節間長F＝13，74綿，千乗重F＝64．51＊＊）．
節間長は子葉～初生薬節間．

試験成寂の3．　（1957～′58）

小 麦

実 茎

大

長

注：うね巾間の有意差，大豆収量F＝5．65＊

大豆の早期移植栽培について

第1報．播種期・移植期

佐藤　　隆・椎名嘉蔵・清野昭雄

（山形県負託）

1．試験のねらい

山形県の大豆作を見ると県平均収量は10a当り104毎

という極めて低い数字を示しておる．

この生産量の低い原因となっておるのは，大豆の連

作・品種選定の拙劣・病害虫防除の不徹底・土壌改良と

施肥改善に対する無関心等数多く括摘されるが，根本的

には栄養生長量が少いことと，また栄養生長量の増加を

図った多肥早播栽培での蔓化徒長による稔実の低下にあ

るものと予想される．


